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去 る2007年9月 、 日文研創立20周 年記念国際シンポジウムに招かれ、世界各
国か ら集まった 日本研究者 と共に、海外にお ける 日本研究 とい う大 きなテーマ をめ
ぐってさまざまな交流ができた。 シンポジウムにおいて与え られたテーマは、カナ
ダにお ける 日本研究。 これまで、筆者 はカナ ダの大学に18年 間近 く勤務 してきた
が、 しか しなが ら、カナダ全土において行われ ている 日本研究の全容 をすべて漏れ
な く述べる知識や能力 を持たない。つぎに記す のは、あくまで もカナダで仕事を し、
日本語教育 と日本研究に携わってきた一個人の観 察に過ぎない。
この報告は、カナダの大学教育の概 要、 日本研 究をテーマ とす る 「カナダ 日本研
究学会」、 日本語や 日本文化の教師の集 ま りである 「カナダ日本語教育振興会」 と
い う三つ の項 目を中心にまとめてみる。
、カナ ダの大学 と大学院教育
日本 研 究 の 基 礎 は 、 い うま で も な く大 学 とい う教 育 機 関 で あ る。 研 究 に 携 わ る人
間 、 研 究 の た め の 環 境 、 そ して 新 しい 研 究 者 の 養 成 な ど の 社 会 的 な シ ス テ ム の 中 か
ら 、 研 究 の 成 果 が 生 ま れ て く る 。
カ ナ ダ の 大 学 や 短 期 大 学 は 、 す べ て 州 立 に よ る も の で あ る 。 ウ ォ ー タ ル ー 大 学 の
ChrisRedmond氏 が 纏iめ た オ ン ラ イ ン リ ソー ス 「CanadianUniversities」
(http:〃www.uwaterloo.ca/canu/)に よ る と 、 大 学 や 短 期 大 学 は あ わ せ て102と 数
え られ る。 中 で は 、 い く っ か の 規 模 の 大 き い 大 学 は 、 昔 か らい くつ か の 分 校 を持 ち 、
近 年 に な っ て わ り に新 しい 大 学 も 同 じ州 に あ る 中 、 小 の 町 で 分 校 を 作 る と い う傾 向
が 見 ら れ た 。 これ に加 え て 、 特 定 の 単 科 証 書 、 大 学 レベ ル の コ ー ス を 提 供 す る機 関
(そ の 多 く は 、 州 政 府 の 助 成 を 受 け な が ら、 団 体 や 地 域 の 組 織 に よ っ て 運 営 され て
い る)な ど は 、 さ ら に50近 い名 前 が 加 え られ る。 カ ナ ダ の 大 学 は 、 学 生 を 積 極 的
に 受 け 入 れ る こ とに 特 徴 が あ る。 た と え ば 、 大 学 に 入 る た め の 高 校 の 成 績 を 十 分 に
持 っ て い な い 学 生 で も 、 短 期 大 学 な ど に 入 学 した 翌 年 か ら途 中 で 転 学 す る こ と を 歓
迎 し 、 一 定 の 割 合 ま で 他 大 学 で の 習 得 科 目 を そ の ま ま認 め る 。(た だ し、 こ の よ う
な 科 目 、 卒 業 す る た め の 単 位 数 に の み 反 映 し 、 在 学 の 平 均 成 績 に 計 算 され な い 。)
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以上のよ うな背景 において、学生の移動が生まれ、大学間の連結が図 られ、そ して
自然 と教育者たちの横 の交流 が行われる。
大学や短期大学では、 日本 との関連する科 目といえば、まずはやは り日本語 であ
る。 国 際 交 流 基 金 が 行 っ た 「海 外 日本 語 教 育 機 関 調 査 結 果(カ ナ ダ)」
(http:〃www.jpf.go.jp/j/japan _j/oversea/kunibetsu/2005/canada.html)に よ る と、
2003年 度において、 日本語教育を実施 した高等教育の機 関数は39、 教師数 は101、
学習者数 は7092で ある。す なわち約四割の大学、短期大学が 日本語の授業を提供
し、平均 にして一機関が2人 か3人 の教師を擁iし、1人 の教師は70人 の学生を教
えるとい う計算になる。筆者 の勤務す る大学では、過去10年 ほ どつねに常勤、非
常勤の 日本語教師が5人 教 えていて、年間約600人 の学生が 日本語のクラスに通
っていた。実際の感覚も上記 の数字を裏付 けるものである。一方では、 日本語教育
が東アジア諸言語科 目の中心で、 ときには率先す る役 目を果た しているのに対 して、
日本の歴史、宗教、政治、経済 などは、東アジア科 目の一部 とな り、ほ とん どの大
学 では特定の分野 として独立 していないのが実情である。すなわち 日本 関係 の科 目
がたとえ設け られたとして も、それが他の分野の専 門家が兼任するか、あるいは中
国や朝鮮 についても担当す るとい う前提で 日本専門家 が務めることになる。それ も
例 えば東アジア とい う名ではな く、歴史、宗教、経営 といった、まった く異なる学
科 、学部 に所属 されて、 日本 とい う名の下での交流それ 自体 は、特別な努力を要す
るものである。
カナダの大学では、 日本に関す る大学院教育がす こしずつだが、確実に広まる傾
向をみせている。 中でも、東部 の トロン ト大学 と西部 のブ リテ ィッシュ ・コロンビ
ア大学(UBC)は 、歴史に しても規模 にして も別格 である。 この二つ の大学 は、
いずれも豊:富な蔵書 を有す る東アジア図書館を持 ち、 しか も東アジア研究学科 にお
いて さまざまな分野の 日本研究家を教授陣に集 めている。長い教育の伝統 に従 い、
人数 こそ多 くないが、優秀な学生を育て、その多 くは博士号を取得 してから、 さっ
そく北米や 日本の大学で教鞭 を取 りは じめた。近年の盛んな国際交流が進む中、カ
ナダの優秀な学生が学部教育を修了 してか ら日本への留学を選ぶのに対 して、アジ
ア各国からの留学生、 とりわけ 日本語 を母 国語 とす る日本の留学生たちによるこれ
らの大学院課程への参加が 目立っ。 そ うい う意味で、大学院教育も、す こしずつだ
が、確実 に変貌を遂げてい る。
二、カナ ダ日本研究学会(JSAC)
カ ナ ダ 全 国 規 模 の 日 本 研 究 の 組 織 は 、 「カ ナ ダ 日本 研 究 学 会 」(JSAC:Japan
StudiesAssociationofCanada)で あ る。 学 会 の メ ン バ ー は 、 主 に カ ナ ダ の 大 学 、
研 究 機 関 、 そ れ に 政 府 の 調 査 機 関 な どに 勤 め る 日本 研 究 に携 わ る学 者 、 研 究 者 、 大












育な ども加 わ り、発表論文の中で
占める割合 も近年 明らかに増 え続
けている。発表論文はつねに公
募をもって集め られ、複数の学
者 に よ る 匿名 の 審 査 な ど を 経 て 、 最 終 の 大 会 プ ロ グ ラ ム が 作 成 さ れ る。 年 次 大 会 の
開 催 地 は 毎 年 変 わ り、 主 催 校 の メ ン バ ー が 中 心 とな っ て そ の 年 の 運 営 委 員 会 を 結 成
し、 い わ ば 研 究 会 の 伝 統 を 踏 ま え な が ら、 主 催 者 の 努 力 な ど を 反 映 す る 新 しい 機 軸
が 毎 年 打 ち 出 され て い る。 な お 、 カ ナ ダ に お け る大 学 院 教 育 の 発 展 に 伴 い 、 最 近 数
年 の 傾 向 と し て は 、 日本 を 含 む カ ナ ダ 以 外 の 学 者 た ち の 参 加 、 そ れ に 若 い 学 者 、 と
りわ け 大 学 院 生 へ の 発 表 の 場 の 提 供 、 大 学 院 生 を 対 象 と した 論 文 賞 な ど の 表 彰 が 挙
げ られ る。(表)
今 年 の年 次 大 会 は8,月 中 旬 に トロ ン トの ヨー ク 大 学 で 開 催 され 、 「Japanandits
Eventuality-PushingtheEnvelopeFurther」 との 大 会 テ ー マ を 掲 げ 、 三 日 に わ る
大 会 期 間 で は 、 合 わ せ て25の パ ネ ル が 設 け られ 、59本 の 論 文 が 発 表 され た 。 大 会
の 運 営 委 員 長 は 、 ヨ ー ク 大 学 の 太 田 徳 夫 氏 で あ る 。 年 次 大 会20周 年 と い う節 目に
相 応 し く 、 大 会 プ ロ グ ラ ム に は 、 特 別 に カ ナ ダ や 南 ア メ リカ 、 ヨー ロ ッパ 在 住 の 日
本 人 一 世 、 カ ナ ダ の 大 学 な どの 場 で 活 躍 す る 日本 人 二 世 の 代 表 を 招 き 、 そ れ ぞ れ 違
う時 代 に お け る 経 験 談 を語 らせ 、 さ ら に オ ー ス トラ リア 日本 学 会 、 日本 カ ナ ダ 研 究
学 会 と の 交 流 の 場 を 設 け た 。
一 方 で は
、 研 究 者 の 絶 対 数 の 少 な い こ と の 反 映 だ ろ う か 、 大 会 論 文 は 互 い に 離 れ
た 分 野 や 研 究 テ ー マ を 取 り扱 い 、 特 定 の テ ー マ に 限 っ て の 交 流 が 十 分 に 行 わ れ た と
は 言 え な い 。 一 例 と して 、 今 年 の 学 会 で の 筆 者 が 参 加 した パ ネ ル に は 、 あ わ せ て っ






表JSAC年 度 大 会一 覧(JSAC公 式サ イ トに基 づ く)


























































わ ず か に 「日本 の 伝 統 と現 代 生 活 」 と い う こ とで 共 通 点 が 見 出せ られ 、 主 催 者 の 運
営 の 苦 心 が 伺 え る。
な お 、JSACの 年 次 大 会 は 、 こ れ ま で 主 催 校 担 当 者 の 責 任 で 何 回 か そ の 年 の 発 表






Victoria,2005)が あ る 。 諸 般
の 事 情 か ら 、 大 会 論 文 集 の 出 版
は 学 会 運 営 内 容 と は な っ て い な
い。
ちなみに、筆者はこれまで直
接 にJSACの 運営に参加 した経
験 が な い 。 た だ し 、1995年 か ら 、
長 期 間 の 日本 滞 在 以 外 、 毎 年 の 例




会 に は ず っ と参 加 し て 、 上 記 の 二 つ の 学 会 論 文 集 に も発 表 原 稿 を 寄 せ た 。
一 方 で は
、JSACと 並 行 して 、 比 較 的 に 規 模 が 小 さ く な る が 、 「カ ナ ダ ア ジ ア 研
究 学 会 」(CASA:CanadianAsianStudiesAssociation)の 東 ア ジ ア 支 部 会 も 毎 年
集 ま り、 日本 を テ ー マ とす る 研 究 が 発 表 され る。(図2)
三、カナダ 日本語教育振興会(CAJLE)
カナ ダの 日本語教師の全国的な組織は、大学や中等教育、 日本語学校から参加者
が集 まる 「カナダ 日本語教育振興会」(CAJLE:CanadianAssociationforJapanese
LanguageEducation)で ある。CAJLEは 、2008年 に成 立20周 年を迎 える。
CAJLEは は じめに トロン ト大学や トロン ト日本語補習校の教師、大学院生や関
係者が中心になって発足 され、その:第1回 の集会は、 「現職 目本語教師研修会」 と
の名で1988年 夏に トロン トで行われ た。その当時か ら、それぞれの地域 における
日本語教師の集ま りは多数 あり、バンクーバー 日本語教師会な ど、いまなお地道 な
活動を続 けてお り、規模 のより小 さいものとしては、エ ドモン トン、カルガ リー な
どの都市 の日本語教師の集ま りも定期的 な活動 を行 っている。 これに対 して、
CAJLEは トロン ト地域での さま ざまな活動 に加 えて、 トロン ト以外か らの教師の
参加を積極的に受け入れてきた。その結果、いまや15名 前後の理事会 のメンバー
の大半は トロン ト以外か らの参加者であ り、カナダ全 国のみな らず、アメ リカや 日
本 からの顔ぶれ までいる。年次大会や論文集の出版を通 じて、カナダの日本語教師
の象徴的な組織 に成長 した。
CAJLEの 大 きな行事は、年一度の年次大会である。例年、研究発表 と教師研修
とい う二っの内容 を中心に据 え、国際交流基金 などの助成を受けて、 日本か ら講師
を迎えて 日本語教育の最新 の情報 を知 り、教授法を習 う。2007年 度の年次大会 は、
8月 下旬にニ ューブ ランズ ウィック大学で開催 され、 「今の 日本語一 そ してカナダ
における言語教育の今」を大会テーマ として、21本 の論文 と四つの研修会、それ
に一つ のパネルディスカッシ ョンが行われた。 さらに、年次大会 には、カナダ以外
からの参加者が増え、組織にたいへんな活力 をもたらしている。 とりわけ日本か ら
は 日本語教育 を研究分野 とするいまなお数少 ない大学院課程 の指導教官、在学 中の
大学院生たちが参加 し、これに加えて、隣のアメ リカはもとよ り、 トルコ、韓国、
香港な ど、英語圏以外の参加者 も年々増 えている。大会の公式言語 は 日本語であり、
各国の 日本語教師たちの交流はまさにCAJLEの 大きな特徴の一つ となって、カナ
ダ と世界 との距離が大いに縮まった。 これ と同時に、CAJLEは1997年 か ら論文集
『ジャーナルCAJLE』 を発行 し、2007年 に第9号 を出版 した。論文の掲載な ど、
編集委員会は丁寧で厳正な審査を行い、高い水準を保 っている。 さらに、
「CAJLEニ ュース レター」は年2回 発行 し、学会動向や地域の活動報告な どの内













CAJLEの 理事会 に参加 し、広
報 関連の役 目を与えられ、 とりわ
けニュー スレターの編集やホーム
図3CAJLE公 式 サ イ ト(http:〃www.cajle.net)
ペ ー ジ の 制 作 、 管 理 を担 当 し て い る 。
四、ま とめに代 えて
以上、二つの研 究会を通 じて、カナダにおける 目本研究 と日本語教育にまつわる
様子の一端をごく簡単に紹介 した。繰 り返 しになるが、ここに述べ られてきたもの
は、すべて筆者の経験 や個人の理解 によるものであ り、行き届かなかった り、ひい
ては誤解 した りしたことがあれ ば、それ もすべて筆者個人の責任 にある。
も ともと、研究の環境、あ り方な どはたえず進化 し、多様化 された今 日において、













特徴 だと言 えよう。その ような
新たな研 究のあ り方がす こしず
つ姿を見せ始めたいま、あるい 図4日 文 研 ・平 成14年 度 北 米 シ ン ポ ジ ウム
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はカナダの ような、横の繋 がりの緩い国が一番 さきにその恩恵を受 けるのかも しれ
ない。 これに関しては、あえて一つの例を挙 げるとすれば、いまか ら5年 前 にバ ン
フで行 われた国際集会がそれに当たるのではないか と思われ る。すでに報告集まで
出版 されたので、ここでは多 く触れ ない ことに しよう。(図4)
最後 に、 日文研創立20周 年に当た り、国際的な交流の場 に招いて くれた集会の
主催者、そ して充実 した数 日の交流 を陰で支 えて くれたスタッフにあらためて感謝
を申 し上げたい。
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